
（資料２） 

 

第４次行財政改革大綱 策定方針（案） 

 

１ 策定にあたっての考え方 

〇目標は財政調整基金を取り崩さない財政運営 

〇従来のやり方（経費削減や委託料の見直しなど）の徹底実施と新たな改革・領域への挑戦 

〇削減一辺倒ではなく、将来への布石となる改革に取り組むとともに、その結果を次世代の「宗像

らしい」まちづくりにつなげていく 

 

 

２ 策定方針 

（１）基本理念 

持続可能な行政経営の基盤づくりと将来に向けた政策実現のための改革（新規・仮題） 

 

（２）大綱の計画期間 

  令和２年度から令和６年度までの５年間 

 

（３）基本方針と取組み事項 

 

基本方針                         取組分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇事務事業の見直し 

〇経費の見直し 

〇民間活力の積極的な活用 

〇事業の広域化の推進   

 

行政サービスの効率化と質的向上 

生産性を高め活力ある組織へ 

継続的な健全財政の堅持 

〇働き方改革の推進 

〇戦略的な機構改革と人員配置 

〇行政事務の ICT化 

〇業務の民間委託   

〇税外収入の確保 

〇税収入等の確保 

〇受益者負担の適正化 

〇公有財産の適正化、管理費用の平準化 


